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第５１４回 移動例会 偉人「渋沢栄一」ゆかりの地を訪ねて 
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在りし日の渋沢栄一翁を囲んで 当時の夕食会の写真 

深谷市 「清風亭」（埼玉県指定有形文化財）大広間 会議室にて 

渋沢栄一翁ゆかりの大広間で熊谷南ロータリークラブ「賢人会議」を開催する加藤博会長 
テーマは世界経済の安定か  人類の平和共存についてか 

本日のプログラム  ８月６日（水） 熊谷市長 富岡 清 様 卓話 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 出 席 報 告 
例会日 ７月１６日 
 
会員数 出席 欠席 MU 出席率 
２９   ８  １５  ６ 48.3％
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会長 加藤 博 

                                                 

皆様 今日は。 本日は、初の移動例会です。ご出席ありがとうございます。 論語の精神

をもって生涯を貫いた渋沢栄一の記念館での例会です。 深谷のきんとう旅館で昼食をとり、

まず誠之堂、清風亭へと行きました。 ご案内は植竹さんのはからいで、渋沢栄一記念財団の

長谷川和雄様にお願い致しました。 
２つの建築の内の誠之堂は大正5年に渋沢栄一の喜寿（77歳）を記念して、またもう１つの

清風亭は大正１5年に佐々木勇之助の古希（70歳）を記念してすべて第一銀行行員たちの出資

により建築されました。 
中の大広間は何とも言えない落ちつきをもっていて、煉瓦、ステンドグラス、天井装飾等す

ばらしいかぎりでした。 1 度この大広間で栄一をしのびながら南クラブの例会をしてみたい

と深く思った所です。 
次に記念館へお伺いして篠田解説員より日本経済の創始者渋沢栄一のプロフィールを順に

ご説明いただき、勉強してまいりました。 担当の社会奉仕委員会植竹委員長さんには、運営

ありがとうございました。 以上です。 
 

会 長 挨 拶 

創業は江戸時代後期、明治天皇もお立ち寄りになったと言われる

百数十年の歴史を持つ由緒ある「きんとう旅館」で昼食をとる。 
長谷川和雄氏からめったに聞けない

渋沢翁の㊙話も披露されました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

誠之堂（国指定重要文化財）を訪ねる。 大正５年、渋沢栄一の喜寿(７７歳)を記念して第一銀行行員た

ちの出資により東京都世田谷区に建築され、大正時代を代表する建築物として高い評価をうけている。 銀行

関係者の集会施設として長い間大切に利用されていたが、周辺の開発に伴い取り壊しの危機に。 渋沢翁生誕

の地である深谷市が保存に名乗りを上げ平成１１年に移築復元。 平成１５年、国の重要文化財に指定される。 

決して派手ではないが、大正モダンを感じさせる重厚なたたずまいは、 
訪れた会員たちに何とも言えぬ落ち着きを与えてくれました。 



清風亭は大正１５年、渋沢翁を右腕として補佐した佐々木

勇之助の古希（70歳）を記念 
して第一銀行行員たちの出資 
により誠之堂に隣接して建て 
られ、同じ理由で一緒に 
深谷市に移築されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                          

右は案内をしてくれた 
初鹿準三さん 
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